
進
む
学
校
の
小
規
模
化

　
本
市
の
児
童
生
徒
数
は
右
肩
下
が
り

で
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
18
年

度
か
ら
の
10
年
間
の
減
少
率
は
10
・
３

㌫
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
10
年
間
の
減
少
率
は
12
・
６
㌫

と
推
計
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
減
少
幅
が

大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
、
学
校
が
小

規
模
化
す
る
と
、「
班
活
動
や
グ
ル
ー

プ
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
」「
集
団
の

中
で
自
己
主
張
し
た
り
、
自
己
抑
制
を

し
た
り
す
る
経
験
を
積
み
に
く
い
」
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一

方
で
、「
一
人
一
人
に
目
が
届
き
や
す

く
、き
め
細
か
な
指
導
が
行
い
や
す
い
」

「
少
人
数
で
小
回
り
が
利
く
た
め
、
体

験
的
な
活
動
が
充
実
さ
せ
や
す
い
」
と

い
う
強
み
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
学
校
の
規
模
が
小
さ
く
て

も
そ
の
強
み
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ら
に
小
規
模
の
学
校
が
増
え
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置

　
学
校
は
地
域
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
の
拠
点
で
あ
り
、
緊
急
時
の
避
難

所
で
も
あ
る
重
要
な
存
在
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
役
割
の
維
持
を
重
視
す
る
た

め
に
学
校
が
小
規
模
化
し
、
子
ど
も
た

ち
が
受
け
る
教
育
の
形
態
や
、
友
達
の

数
に
学
校
差
が
生
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
学
校
の
配
置
に
よ
っ
て
、
通

学
距
離
が
長
か
っ
た
り
、
大
き
な
河
川

を
挟
ん
で
校
区
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、

緊
急
時
や
悪
天
候
時
の
危
機
管
理
に
課

題
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
正

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ �

20
年
後
の
学
校
数
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
20
年
後
ま
で
に
必
ず
こ

の
数
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
か
。

Ａ �

今
回
示
し
て
い
る
学
校
数
は
、
20

年
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
を
も

と
に
、
ど
の
程
度
の
学
校
数
が
必

要
に
な
る
か
を
割
り
出
し
た
目
安

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
の
材

料
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

Ｑ �

学
校
適
正
配
置
の
取
り
組
み
は
い

つ
ま
で
を
期
限
と
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ �

学
校
の
あ
り
方
は
、
保
護
者
や
地

域
の
み
な
さ
ん
と
十
分
な
合
意
形

成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
域
と
の
合
意

形
成
が
図
ら
れ
る
ま
で
協
議
を
続

け
る
こ
と
と
し
、
期
限
を
設
け
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

【特集】未来を担う子どもたちのために【特集】未来を担う子どもたちのために

鳥取市立学校適正規模・適正配置基本方針鳥取市立学校適正規模・適正配置基本方針
を策定しましたを策定しました

問 本庁舎校区審議室  本庁舎校区審議室   08570857--3030--8405 8405  0857 0857--2020--39523952

■特集　鳥取市立学校適正規模・適正配置基本方針を策定しました■特集　鳥取市立学校適正規模・適正配置基本方針を策定しました

全国的に少子化が進み、小規模の学校が増えてきています。このたび、本市の 20 年後の全国的に少子化が進み、小規模の学校が増えてきています。このたび、本市の 20 年後の
姿を見据えた学校のあり方について、地域で検討していくための基本方針を策定しました。姿を見据えた学校のあり方について、地域で検討していくための基本方針を策定しました。

な
配
置
が
必
要
で
す
。

　
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
、
適
正
規
模
・

適
正
配
置
と
な
る
た
め
に
、
そ
の
地
域

の
実
態
に
応
じ
た
学
校
の
規
模
・
配
置

を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
で
学
校
の
あ
り
方
の
検
討

を
進
め
て
い
く
た
め
の
方
針

　
広
い
面
積
を
有
す
る
本
市
で
は
、
地

域
ご
と
に
交
通
事
情
、
自
治
組
織
の
形

態
、
人
口
減
少
の
度
合
い
な
ど
が
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
学
校
の
規
模
・
配
置
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
保
護
者
や
住
民
の
思

い
に
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
よ

る
議
論
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
本
市
は
今
年
３
月
に
「
鳥
取
市
立
学

校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
方
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
基
本
方
針
で

は
、
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
も
教
育

の
水
準
が
公
平
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を

最
優
先
に
考
え
、
本
市
と
し
て
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
の
目
安
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、

地
域
住
民
に
よ
る
検
討
組
織
を
立
ち
上

げ
て
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

議
論
を
尊
重
し
て
、
教
育
委
員
会
で
学

校
の
あ
り
方
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

地域と学校が連携した実践的な取
り組みを踏まえながら、これから
の学校のあり方を語り合う特別番
組を、鳥取市公式動画
チャンネル（YouTube）
で公開しています。
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鳥取市立小・中・義務教育学校の児童生徒数推計

鳥取市作成

■ 基本的な考え方
　・教育の機会均等や水準の維持・向上の視点を最優先します。
　・おおむね20年後の姿を想定し、全ての地域で検討組織を立ち上げていただきます。
　・今後の学校のあり方については地域での責任ある議論を重視します。
■ 適正規模の基準（１校あたりの学級数）
　小学校：12～ 18学級　中学校：9～ 18学級　義務教育学校：9～ 27学級
■ 適正配置の基準（通学距離・時間について）
　小学校４㎞以内、中学校６㎞以内を目安とし、交通手段を確保するなどして概ね1時間以内とします。
■ 5 つのブロックに分けて議論
　�地域での議論を開始するにあたって、ある程度の区分けが必要なことや、エリアにより人口の減少
の度合いが違うことなどから、本市を５つにブロック分けしています。これにより、ある程度生活
圏が同じである校区で集まって議論を進めていただくことができます。

鳥取市立学校適正規模・適正配置配置基本方針の概要

５つのブロックと 20 年後の学校数の目安

気高中・青谷中
・鹿野学園校区

児童生徒数21〜 45％減
小学校1〜 3
中学校1〜 3

西 2 ブロック

湖東中・高草中・北中（川西）
・湖南学園・江山学園校区
児童生徒数9〜 30％減

小学校5〜6
中学校4

西 1 ブロック

西中・北中（川東）中ノ郷中
・福部未来学園校区
児童生徒数5〜 25％減

小学校5〜 7
中学校4

北ブロック

東中・南中・桜ヶ丘中
・国府中校区

児童生徒数8〜 22 ％減
小学校9〜 10
中学校4

東ブロック

河原中・千代南中校区
児童生徒数25〜 34％減

小学校1〜 2
中学校1〜 2

南ブロック

地域ブロックごとの学校数は 2040
年の児童生徒数の推計をもとに、小
学校 12 学級以上、中学校・義務教
育学校９学級以上の規模を有する学
校がいくつ必要か算出したものです。
人口推計は社会状況の変化により変
動するため定期的に見直します。
※�学校数の赤文字は、その数の学校※�学校数の赤文字は、その数の学校
を設置した場合、適正規模を満たを設置した場合、適正規模を満た
さないことを意味します。さないことを意味します。
※�学校数には義務教育学校の数を含※�学校数には義務教育学校の数を含
みます。みます。
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